
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門学校公務員ゼミナール佐世保校 

令和 3 年度 

学校関係者評価報告書 

令和 4 年 6 月 1 日 

学校法人立川学園 専門学校公務員ゼミナール佐世保 

学校関係者評価委員会 



令和 3年度学校関係者評価について、下記のとおり評価結果を報告します。 

 

 

１．学校関係者評価委員 

  ①長崎短期大学 入試募集就職課 田渕信行 

  ②西海学園高等部 就職指導部 横田祐介 

  ③イノベーションジャパン㈱ 代表取締役 城戸俊介 

  ④合同会社ＥＬ’s 代表社員 山本純一 

 

２．学校関係者評価委員会の開催状況 

  第１回委員会 令和４年５月  

 

３．学校関係者評価委員会報告 

  別紙のとおり 

 

 

  



（1）教育理念・目標 

【評価委員の意見】 

教育理念や目標が明確化され、教育機関としての役割を十分に自己理解した取り組みと

評価できる。 

 

 

（2）学校運営 

【評価委員の意見】 

各項目の自己評価において、「ほぼ適切・適切」であるため、適切な学校運営がなされて

いるものと評価できる。 

 

 

（3）教育活動 

【評価委員の意見】 

新型コロナウイルス感染拡大防止、及び学習環境の多様化に合わせてオンライン授業の

整備と充実化を推進している点については、時代の変化、社会ニーズへの即応と捉えられ、

評価できる。 

 

 

（4）学修成果 

【評価委員の意見】 

公務員専門学校として最も重要な役割である、公務員の合格については、高い合格率を維

持されており、十分な学習成果が出ていると推察される。今年度も高い合格率を維持される

ことを願う。 

 

 

（5）学生支援 

【評価委員の意見】 

 特に意見なし 

 

 

（6）教育環境 

【評価委員の意見】 

 オンライン授業の展開により、不測の事態における学習の機会を確保できたことについ

ては評価できる。より一層、新しい時代に即した学習の機会の提供、学習プログラムの構築

が求められるのではないか。 



（7）学生の受入れ募集 

【評価委員の意見】 

 概ね、適切な募集活動をしているものと評価できる。 

 

 

（8）財務 

【評価委員の意見】 

 財務基盤は安定していると思われる。 

 

 

（9）法令等の遵守 

【評価委員の意見】 

 特に意見なし 

 

 

（10）社会貢献・地域貢献 

【評価委員の意見】 

 奉仕の精神を学ぶボランティア活動は、公務を目指す者として積極的に行うべきである

と思うが、コロナの感染予防に努める中では、難しい局面であったのではないか。 

 

 


